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、．．　片的に例をあげ，関係のありそ5な気象と生活を単9な
ギし　す

獣　　らべて読明したものが多く，’その相互関係を科学的に深
砂　1

　　　くほり下げ，系統的にのべたものは少なかつたのであ

議∫1聾騨灘裟簑集蹴騨窮慧1医難纂
臨識としての気象撫程度のものが普通なのである・紳

　　、山氏のこの書物は，とりあつかわれることが多いわりに

鞍し　かえつておろそかにされ，．本格的に調べられることの少

　　　なかつたこの分野を気象学，医学，工学，瀧会学などの

　　　広い覗野に立つて総合的に解読した独創的な所の多い書

　　　物である・そしてこのよ5な多くの学間の璋界にある間．

　　．題は著者のごとき広い分野に通箆した人にして始めてま

　　　とめることができることなのである．

　　　　第1章”気象と生活との関係についての根本的な考

　　　え方”においてはまずハソチソトソの「気候と文明」と

　　　和辻氏の「風土」が著者の立場のアソチテーゼとしてあげ

　　　らむ批判されている．そして第3節において人聞の生活

　　　状態に影響あるものとして自然環境，一人口，生産力と生

．婆　琵関係があげられ・生活に及ぼす気象や気候の役割は自

・駝ア然環境の一要素として，生活状態の変化をもたらす決定

難ド的な原動力にはなりえないが，その発展を進ませたり，
ニ　マ

駐畿贈論謙論養糠』
・籍』9の搬的雁であるのだから・アソチテーゼばかり二

難鯵つもならべずに，むしろ同じよろな両氏の批判は一節で

慶ll一我慢し・著者の立場の発展の歴史についても一節のべて
だえ

藝『一ほしかつた．紳山氏の考えが提出される前までは，すべ

　　1，ての考えがまちがつていたのではないのである・

　　　　第2章は気象の人体に及ぼすはたらきについて述べて

　　×いる．この章は著者のもつとも特意とするところであ

．，、、
り，頁数も多くさかれている．これほど人体と気象の関

欝』係を物蹴生騨的に詳繍述し礪生気象の解

　‘一読書は少ないであろ5．その中には著者の多くの研究が

欝1饗灘灘諜じ腸締
一一ジかと思われる所もないではないが・しかしいくらむずか

　　　しくても，郭ちついて読めばこの章が一番面白いのであ

　，』iる・

　　　　第3章気象の調節は第2章にくらべて簡単で一通り

　　　の説明に絡つているが，これは頁数の関係でやむをえま

　　｛，い・今までの書物はお却むね第3章程度に絡始していた

．齢のである。自然の改造についても書けば1冊の書物にな

　　　りケるものであるが，も5少し書いてほしかつた．

　　　紳山氏はハソチソトソと和辻氏の著書の成立について

　　一その歴史的背影を分析しておられるが，紳山氏の著書も

黙伺檬瞳史騨その蹴を分析して樋と知よ5にな
齢，駒禰ないカ、．戦後に勘．れた気象の解縮の多く

欝rほ∫、出牒者からの要求をこ慮じ，内職としてあまり魎

泌一・ポ｝’　　‘一，　　　一・・．、

もせずに，常識をほき出したものが多く，書き方の上手

下手だげが間題であった．ところが最近になつて若い世

代のものが自分の專攻する学問はその学間に対する広い

理解の上に新らしい発展が5まれるとい5考えから，よ

く勉強して独創的な書物をまとめ始めたのである．この

ようなことはかつて学者であつたが，現在は学問の第一

線から遠ざかつている人によつてはなしえない．ことなの

である．今年はこの種の著書が2，3企画されているこ

とをきき及んでいるが，紳山氏の著書はそのさきがけを

なすものであろう．　　　　　　　1　　　　（根本）
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　本書は主としてソヴイエットで発展した地球の起原に～

ついての限石理論を李易に解読したものである．3章か

らなり，第1章地球と惑星の起原と第3章惑星と地球の

構造はべ・ユ・レヴイソが善き，第2章地球の内部構造

ほヴ』エ・エフ・ボソチコフスキーが解読している・　　　　　　ヨ

　現在までの学読の発展の歴史についてかなりの頁がさ一

かれ，かんじんのソヴイエットの理論はわりあい簡単に

一とりあっかわれているので，さらに立ち入つた議論は第

1章の末尾にあげられた文献を参照する必要があろ、う．

しかしこれらの文献が入手困難な現在では，かなり広ぐ

紹介されている米英流の理論に対してソヴ』イエットの理

論を知るのにかなり役立つであろう．

　歴史的のとりあつかいにおいてもソヴイ土ット偏重で

あり，また米，英，独などで発展している同種の理論に

ついての記述はほとんどないので，全体の展望を期待し

て読まれるとあるい鉄望されるかもしれないが・一つチ

の断面と考えれば，参考になる点が多いのである．

　現象の構造を知るばかりでなく，発展や進化の様相に　　　　一→

おいてとらえることはきわめて大切なことである．最近

基礎科学の発達にともなつて，後者の見方による現象の　一

とりあつかいが，生物学や天文学の分野において目ざま

しい進歩を示し，地球の生成や海洋水の起原についても

今までの古典的な考えは180度の廻転を示しつつある・

気象に関連した問題でも，たとえばオゾソ層の進化の問

題はイギリスのバーナルが生命の起原の重要な要素とし

てとり上げているのである．

　知識文庫は今まで批会科学の問題のみとり上げられて’

いたが，この書物を最初として自然科学の間題もとりあ

つかわれるよろになつた．近く刊行が予定されているも

ので気象に関蓮したものでは「極光」「天候と予報」が　　　　刈

ある．　　　　　　　　　　．　　　　　　 　　（N）


